
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】閉鎖され固定された容器から高温水を、やけど

を起こすことなく、また固定された飲用カップにこぼす

ことなく、注ぐように形成されたホットドリンク調整用

器具を提供する。

【解決手段】加熱される液体用の容器１は飲用カップ１

５にはめ込まれるものであり且つ電気加熱装置３が設け

られており、液体は加熱後に容器１のバルブ１０が開放

された後、飲用カップ１５へと空けられる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 飲 用 カ ッ プ （ １ ５ ） 及 び 開 閉 可 能 な 容 器 （ １ ） を 備 え る 、 ホ ッ ト ド リ ン ク 、 ス ー プ 、 及
び 栄 養 上 同 様 な 又 は や や 贅 沢 な 食 品 を 調 製 す る た め の 器 具 で あ り 、 加 熱 さ れ る 液 体 （ ２ ）
用 の 前 記 容 器 （ １ ） が 前 記 飲 用 カ ッ プ （ １ ５ ） に は め 込 ま れ る も の で あ り 且 つ 電 気 加 熱 装
置 （ ３ ） を 設 け て お り 、 前 記 液 体 （ ２ ） が 、 加 熱 後 に 容 器 （ １ ） の バ ル ブ （ １ ０ ） が 開 放
さ れ た 後 に 前 記 飲 用 カ ッ プ （ １ ５ ） へ と 空 け ら れ る 、 前 記 器 具 に お い て 、
　 前 記 飲 用 カ ッ プ （ １ ５ ） 内 の 軸 方 向 に 延 び た 中 心 突 起 （ １ ８ ） と 協 働 す る よ う 前 記 バ ル
ブ （ １ ０ ） が 設 計 さ れ て お り 、 前 記 中 心 突 起 （ １ ８ ） は 前 記 容 器 （ １ ） が 前 記 飲 用 カ ッ プ
（ １ ５ ） に は め 込 ま れ た 際 に 前 記 バ ル ブ （ １ ０ ） を 開 放 す る た め の も の で あ り 、 前 記 飲 用
カ ッ プ （ １ ５ ） 内 で 前 記 突 起 （ １ ８ ） が 円 盤 型 要 素 （ １ ７ ） に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 円 盤
型 要 素 （ １ ７ ） は 穿 孔 さ れ て お り 前 記 飲 用 カ ッ プ （ １ ５ ） の 底 部 か ら 所 定 の 距 離 を 置 い て
前 記 飲 用 カ ッ プ （ １ ５ ） に は め 込 み 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 円 盤 型 要 素 （ １ ７ ） が 跳 ね 防 止 手 段 と し て 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 加 熱 さ れ る 前 記 液 体 用 の 前 記 容 器 （ １ ） が 、 揺 動 開 放 可 能 な 蓋 （ ６ ） を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 蓋 （ ６ ） が 、 ス ラ イ ド （ ８ ） 形 状 の イ ン タ ー ロ ッ ク に よ り 、 閉 鎖 さ れ た 状 態 に 固 定
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 蓋 （ ６ ） が 、 回 動 可 能 な 円 盤 （ ２ ７ ） 形 状 の イ ン タ ー ロ ッ ク に よ り 、 閉 鎖 さ れ た 状
態 に 固 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク （ ８ 、 ２ ７ ） が 前 記 加 熱 装 置 （ ３ ） の ス イ ッ チ （ ９ ） と し て 設 計 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク （ ８ 、 ２ ７ ） が 前 記 加 熱 装 置 （ ３ ） の ス イ ッ チ （ ９ ） を 作 動 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 蓋 （ ６ ） が 固 定 さ れ て い る 間 は 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク （ ８ 、 ２ ７ ） に よ り 前 記 加 熱 装
置 （ ３ ） の ス イ ッ チ （ ９ ） が 利 用 可 能 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記
載 の 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 、 飲 用 カ ッ プ 及 び 開 閉 可 能 な 容 器 を 備 え る 、 ホ ッ ト ド リ ン ク 、 ス ー プ 、 及 び
栄 養 上 同 様 な 又 は や や 贅 沢 な 食 品 を 調 製 す る 器 具 に 関 し 、 加 熱 さ れ る 液 体 用 の 容 器 は 飲 用
カ ッ プ に は め 込 ま れ る も の で あ り 且 つ 電 気 加 熱 装 置 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 液 体 は 加 熱 後
に 容 器 の バ ル ブ が 開 放 さ れ た 後 、 飲 用 カ ッ プ へ と 空 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の タ イ プ の 既 知 の 器 具 （ 欧 州 特 許 公 開 第 １ １ １ ８ ２ ９ ８ 号 明 細 書 ） で は 、 容 器 が 飲 用
カ ッ プ に は め 込 ま れ て 水 で 満 た さ れ 、 そ れ か ら 電 気 加 熱 装 置 を 利 用 し て 水 が 加 熱 さ れ る 。
水 が 必 要 な 温 度 に 達 す る と 、 容 器 は 飲 用 カ ッ プ か ら 部 分 的 に 持 ち 上 げ ら れ 、 そ の 結 果 、 バ
ル ブ が 開 放 さ れ て 水 は 飲 用 カ ッ プ へ と 入 り 、 水 は 飲 用 カ ッ プ 内 に 予 め 導 入 さ れ て い る 調 製
用 物 質 を 溶 か す 。 水 が 全 て 容 器 か ら 出 て 飲 用 カ ッ プ へ と 入 る と 、 容 器 は 持 ち 上 げ ら れ て 取
り 外 さ れ る こ と が 可 能 で 、 こ れ で 飲 料 が 飲 め る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 こ の タ イ プ の 器 具 は 特 に 自 動 車 で 使 用 さ れ る が 、 自 動 車 内 で は こ れ ら の 器 具 の 操 作 に 必
要 な 細 心 の 注 意 を 払 う こ と は で き な い 。 こ れ は 、 や け ど や 水 を こ ぼ す こ と に つ な が り か ね
な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 水 で 満 た さ れ る 容 器 が 手 で 持 た れ て い る と き は 、 バ ル ブ が 開 放 さ れ 、 そ の た め に 、 上 部
か ら 注 が れ た 水 は 下 部 か ら 再 び 流 れ 出 る 。 そ の 間 に 加 熱 容 器 が 別 の カ ッ プ に 、 バ ル ブ が 開
放 さ れ た ま ま に し て お け る 程 度 に 下 ろ さ れ た 場 合 は 、 下 の 容 器 か ら 水 が 溢 れ て 流 れ 出 る ま
で 水 は 下 部 か ら 再 び 流 れ 出 る の で 、 加 熱 容 器 が 満 水 に な る こ と は な い 。 し か し 、 加 熱 容 器
が 正 し く は め 込 ま れ て 水 で 満 た さ れ て お り 、 そ の た め 水 が 流 れ 出 る こ と は な い 場 合 は 、 こ
の 時 点 で 加 熱 の ス イ ッ チ が 入 れ ら れ て し ま う 危 険 が あ る 。 調 製 用 物 質 が 入 っ て い る カ ッ プ
に 加 熱 容 器 を は め 込 む た め に 加 熱 容 器 が カ ッ プ か ら 持 ち 上 げ ら れ た 場 合 に も 、 水 は 下 部 か
ら 流 れ 出 て 、 や は り や け ど の 原 因 に な る お そ れ が あ る 。 従 っ て 、 誤 っ た 操 作 は 他 に も た く
さ ん 考 え ら れ 、 水 を こ ぼ す こ と に つ な が る ケ ー ス は 少 な い か も し れ な い が 、 重 い や け ど に
つ な が る 更 に 悪 い ケ ー ス が あ り う る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 水 が 加 熱 さ れ る 容 器 の 底 部 に バ ル ブ を 設 け る こ と も 既 知 で あ り 、 前 記 バ ル ブ は 、 加 熱 に
よ り 過 剰 な 圧 力 が 生 成 さ れ る と 開 放 さ れ る （ 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ８ ７ ， ７ ９ ６ 号 明 細 書 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 容 器 を 暖 か い 液 体 で 満 た す こ と も 更 に 既 知 で あ り 、 容 器 が 飲 用 の 器 の 上 に 置 か れ る と 、
飲 用 の 器 の 端 部 が ス プ リ ン グ バ ッ ク 円 形 バ ル ブ 作 動 要 素 に 作 用 す る の で 、 容 器 は 開 放 さ れ
る （ 米 国 特 許 第 ６ ， ３ ２ ７ ， ９ ６ ５ 号 明 細 書 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 バ ル ブ が よ り 簡 単 に 構 成 さ れ 器 具 が 多 様 な 方 法 で 使 用 で き る 、 序 論 で
述 べ た タ イ プ の 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 解 決 手 段 で は 、 飲 用 カ ッ プ 内 の 軸 方 向 に 延 び た 中 心 突 起 と 協 働 す る よ う バ
ル ブ が 設 計 さ れ て お り 、 中 心 突 起 は 容 器 が 飲 用 カ ッ プ に は め 込 ま れ た 際 に バ ル ブ を 開 放 す
る た め の も の で あ り 、 飲 用 カ ッ プ 内 で 突 起 が 円 盤 型 要 素 に 配 置 さ れ て お り 、 円 盤 型 要 素 は
穿 孔 さ れ て お り 飲 用 カ ッ プ の 底 部 か ら 所 定 の 距 離 を 置 い て 飲 用 カ ッ プ に は め 込 み 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 よ り 簡 単 に よ り 確 実 に 操 作 で き る 、 序 論 で 述 べ た タ イ プ の 器 具 を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 解 決 手 段 で は 、 飲 用 カ ッ プ 内 に 配 置 さ れ た 装 置 と 協 働 す る よ う バ ル ブ が 設
計 さ れ て お り 、 こ の 装 置 は 容 器 が 飲 用 カ ッ プ に は め 込 ま れ た 際 に バ ル ブ を 開 放 す る た め の
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 内 部 で 液 体 が 加 熱 さ れ る 容 器 は 、 例 え ば 、 容 器 が 満 た さ れ る 際 に 手 で 持 た れ て い て も よ
い 。 バ ル ブ は 閉 鎖 さ れ た ま ま な の で 、 液 体 は 全 く 出 て こ な い 。 し か し 、 容 器 は 、 要 求 さ れ
る ま で 、 こ と に よ る と 非 常 に 長 い 期 間 で あ っ て も 、 器 に は め 込 ま れ て 置 か れ た ま ま で も よ
い 。 こ れ に よ り 容 器 の 外 側 は 汚 れ な い よ う に 保 護 さ れ る 。 こ の こ と が 自 動 車 内 で は 問 題 に
な ら な い の は 、 一 般 に 、 カ ッ プ ホ ル ダ ー が 対 で 配 置 さ れ て い る か 少 な く と も ２ つ の カ ッ プ
ホ ル ダ ー が 互 い に あ る 程 度 近 く に 配 置 さ れ て い る か ら で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 容 器 は 、 液
体 、 即 ち 一 般 に 水 で 満 た さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ホ ッ ト ド リ ン ク が 調 製 さ れ る 場 合 、 加 熱 の ス イ ッ チ が 入 れ ら れ 、 容 器 は 別 の 器 に 置 か れ
た ま ま で あ る こ と が 望 ま し い 。 液 体 が 調 製 温 度 に 達 す る と 、 容 器 は 加 熱 さ れ た 液 体 と 共 に
実 際 に 飲 用 す る カ ッ プ に は め 込 ま れ 、 は め 込 ま れ て い る 間 に バ ル ブ は 開 放 さ れ 、 そ の 結 果
、 調 製 用 物 質 が 予 め 導 入 さ れ て い る 飲 用 カ ッ プ へ と 湯 が 落 と し 込 ま れ る 。 加 熱 容 器 が 空 に
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な っ た ら 、 加 熱 容 器 は 飲 用 カ ッ プ か ら 取 り 出 さ れ て よ く 、 加 熱 容 器 が 再 び 必 要 に な る ま で
は 、 例 え ば 、 対 応 す る バ ル ブ を 開 放 す る た め の 装 置 を 備 え て い な い カ ッ プ な ど の 別 の 器 に
再 び は め 込 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 先 行 技 術 の 器 具 に 関 し 序 論 で 述 べ た 誤 っ た 操 作 が 起 き る 恐 れ は な い 。 加 熱 容 器
が 飲 用 カ ッ プ に は め 込 ま れ て い る と き に 液 体 を 加 熱 容 器 か ら 出 す こ と は 簡 単 に で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 突 起 は 円 盤 型 要 素 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 円 盤 型 要 素 は 穿 孔 さ れ て お り 前 記 飲 用 カ ッ プ
の 底 部 か ら 所 定 の 距 離 を 置 い て 前 記 飲 用 カ ッ プ に は め 込 み 可 能 で あ る 。 円 盤 型 要 素 は こ の
場 合 に は 跳 ね 防 止 手 段 と し て 設 計 さ れ て い て も よ い 。 正 確 に は 、 内 部 で 液 体 が 加 熱 さ れ た
容 器 が 再 び 飲 用 カ ッ プ か ら 持 ち 上 げ ら れ る と 、 円 盤 型 要 素 は 調 製 さ れ た 飲 料 の 水 面 の 上 に
配 置 さ れ 、 液 体 が 跳 ね る こ と が な い よ う 穿 孔 は 液 体 の 運 動 に 素 早 く ブ レ ー キ を か け る か 液
体 の 運 動 を 減 衰 さ せ る 。 飲 料 を 飲 む た め 円 盤 型 要 素 は 取 り 出 さ れ て よ く 、 或 い は 、 調 製 さ
れ た 飲 料 を 飲 む 際 に も 跳 ね を 防 止 す る た め に 置 か れ た ま ま で も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 加 熱 さ れ る 液 体 用 の 容 器 は 、 液 体 が こ ぼ れ た り 跳 ね た り す る の を 防 ぐ た め に 既 述 の よ う
に 開 閉 可 能 で あ る 。 特 に 適 切 な こ と が わ か る の は 、 こ の 点 で は 、 加 熱 さ れ る 液 体 用 の 容 器
が 、 揺 動 開 放 可 能 な 蓋 を 備 え て い る 場 合 で あ る 。 こ の 蓋 は 迅 速 に 開 放 可 能 で あ り 、 液 体 を
導 入 す る た め に 大 き い オ リ フ ィ ス が 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 特 に 有 効 な こ と が わ か る の は 、 ス ラ イ ド 又 は 回 動 可 能 な 円 盤 に よ り 、 蓋 が 閉 鎖 さ れ た 状
態 に 固 定 可 能 な 場 合 で あ る 。 従 っ て 、 容 器 が 満 た さ れ て い る と 、 閉 鎖 し た 蓋 は ス ラ イ ド 又
は 円 盤 に よ り 固 定 さ れ 、 そ の 結 果 、 間 違 っ て 、 又 は 事 故 の 場 合 に 、 た と え 容 器 が 保 持 装 置
か ら 落 ち て 水 が こ ぼ れ る 危 険 を も た ら し 湯 で あ れ ば や け ど の 危 険 を も も た ら す よ う な 場 合
で も 、 蓋 が 開 放 す る 恐 れ は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 便 宜 上 、 こ の 場 合 に は 、 ス ラ イ ド 又 は 円 盤 が 加 熱 装 置 の ス イ ッ チ と し て 設 計 さ れ て い る
、 又 は ス ラ イ ド 又 は 円 盤 が 加 熱 装 置 の ス イ ッ チ を 作 動 す る 、 或 い は 蓋 が か み 合 わ さ れ て い
る と き の み ス ラ イ ド 又 は 円 盤 に よ り 加 熱 装 置 の ス イ ッ チ が 利 用 可 能 に な っ て い る 。 こ の 場
合 に は 、 蓋 が 閉 鎖 さ れ て い る と き の み 加 熱 装 置 が 作 動 さ れ る か 作 動 可 能 で あ る こ と を 保 証
で き る 。 操 作 を 誤 る 危 険 は こ れ に よ り 更 に 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 有 利 な 実 施 形 態 に よ り 添 付 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 容 器 １ を 示 し 、 こ の 容 器 １ 内 で は 、 液 体 、 特 に 水 ２ が 加 熱 コ イ ル ３ に よ り 加 熱 可
能 で あ る 。 カ ッ プ １ は こ の 場 合 に は 器 ４ に は め 込 ま れ て お り 、 こ の 器 ４ は 飲 用 カ ッ プ 形 状
で よ い 。 容 器 １ に は フ ラ ッ プ ６ を 備 え た 上 部 カ バ ー ５ が あ り 、 こ の フ ラ ッ プ ６ は ７ に 回 動
可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り ス ラ イ ド ８ に よ り 閉 鎖 可 能 で あ る 。 ス イ ッ チ が ９ に 配 置 さ れ 、
加 熱 コ イ ル は こ の ス イ ッ チ に よ り オ ン オ フ さ れ る 。 容 器 １ の 底 部 に 配 置 さ れ て い る の は バ
ル ブ で あ り 、 こ の バ ル ブ に は 、 円 錐 形 の 中 央 部 分 と 円 周 に 配 置 さ れ た ゴ ム シ ー ル １ １ と を
備 え た バ ル ブ プ レ ー ト １ ０ が あ る 。 図 １ に 示 す 実 例 で は ゴ ム シ ー ル １ １ は オ リ フ ィ ス １ ２
を 閉 鎖 し て い る 。 バ ル ブ プ レ ー ト １ １ は タ ペ ッ ト １ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 圧 縮 ば ね １ ４ に
よ り 、 こ の タ ペ ッ ト １ ３ が 押 し 下 げ ら れ バ ル ブ を 押 し 込 ん で 閉 鎖 さ れ た 状 態 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す 飲 用 カ ッ プ １ ５ の 円 周 に は 肩 １ ６ が あ り 、 こ の 肩 １ ６ に は 中 心 隆 起 １ ８ の あ
る 円 盤 型 要 素 １ ７ が 設 置 さ れ る 。 円 盤 型 要 素 １ ７ は 同 心 要 素 １ ９ で 構 成 さ れ 、 こ の 同 心 要
素 １ ９ は 放 射 状 ウ ェ ブ ２ ０ に よ り 全 体 的 に 保 持 さ れ て い る 。 更 に 、 円 盤 型 要 素 １ ７ は タ ブ
２ １ も 備 え て お り 、 こ の タ ブ ２ １ に よ り 円 盤 型 要 素 １ ７ を カ ッ プ １ ５ か ら 持 ち 上 げ る こ と
が で き る 。 円 盤 型 要 素 １ ７ は 図 ３ で は 上 方 か ら 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 容 器 １ の 水 ２ が 加 熱 さ れ る と 、 図 １ の 容 器 １ は 、 調 製 用 物 質 ２ ２ が 予 め 導 入 さ れ て い る
図 ２ の カ ッ プ １ ５ に は め 込 ま れ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ の 場 合 に は 突 起 １ ８ は タ ペ ッ ト
１ ３ を ば ね １ ４ の 力 と 逆 方 向 に 押 し 上 げ 、 こ れ に よ り 、 バ ル ブ プ レ ー ト １ ０ は シ ー ル １ １
と 共 に 上 方 に 動 き 、 水 ２ は オ リ フ ィ ス １ ２ と 円 盤 型 要 素 １ ７ の オ リ フ ィ ス と を 通 っ て 下 方
へ と 落 ち て 調 製 用 物 質 ２ ２ を 溶 か す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 後 は 、 容 器 １ は カ ッ プ １ ５ か ら 持 ち 上 げ ら れ て も よ く 、 こ れ で 、 適 正 な 場 合 に は 、
円 盤 型 要 素 １ ７ を 取 り 外 せ ば 、 調 製 さ れ た 飲 料 が 飲 め る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ ～ 図 ７ の 実 施 形 態 は 本 質 的 に は 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 に 一 致 し 、 差 異 は 、 円 盤 型 要
素 １ ７ の 中 心 突 起 １ ８ が 大 き く 、 大 型 タ ペ ッ ト １ ３ と 協 働 す る こ と で あ る 。 更 に 、 バ ル ブ
プ レ ー ト １ ０ は 本 質 的 に は 円 錐 形 に 設 計 さ れ 端 部 に Ｏ リ ン グ シ ー ル １ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 飲 用 カ ッ プ の 形 状 は 様 々 で よ い 。 再 利 用 可 能 な 飲 用 カ ッ プ が 使 用 さ れ て も よ い し 使 い 捨
て の 飲 用 カ ッ プ が 使 用 さ れ て も よ い 。 重 要 な の は 突 起 １ ８ を 備 え た 円 盤 型 要 素 １ ７ が は め
込 み 可 能 な こ と だ け で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 部 の カ バ ー ５ は 図 ８ ～ 図 １ ０ に 更 に 詳 細 に 説 明 さ れ て い る 。 カ バ ー ５ に は フ ラ ッ プ ６
が あ り 、 こ の フ ラ ッ プ ６ は ジ ョ イ ン ト ７ を 軸 に 回 動 可 能 で あ る 。 フ ラ ッ プ ６ は 図 ８ で は 開
放 さ れ た 状 態 で 示 さ れ 、 図 ９ で は 閉 鎖 さ れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 。 蓋 ５ は カ バ ー ５ の 上 に
配 置 さ れ 、 そ の 上 に は ハ ン ド ル ２ ３ を 備 え た ス ラ イ ド ８ が 配 置 さ れ 、 前 記 ス ラ イ ド は 、 図
８ の 位 置 と 比 べ る と 図 ９ で は 右 側 に 移 動 さ れ て お り 、 よ っ て フ ラ ッ プ ６ と か み 合 っ て い る
。 こ れ に よ り 、 図 ８ の 状 態 で は 隠 れ て い る ス イ ッ チ ９ は 図 ９ の 時 点 で は む き 出 し で あ る 。
そ の 結 果 、 電 流 が 自 動 的 に 設 定 さ れ て い る か 、 ス イ ッ チ ９ を 作 動 で き る 可 能 性 が も た ら さ
れ た こ と で 、 電 流 の ス イ ッ チ が 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ０ は 図 ９ の 部 位 の 状 態 を 断 面 で 示 す が 、 発 光 ダ イ オ ー ド ２ ４ も 示 し て お り 、 こ の 発
光 ダ イ オ ー ド ２ ４ に よ り 加 熱 装 置 の ス イ ッ チ が 入 っ て い る 状 態 が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ は カ バ ー ５ を 上 方 か ら 示 し 、 図 １ １ の 実 施 形 態 で も フ ラ ッ プ ６ は 開 放
可 能 で あ る が 、 図 １ ２ の 状 態 で は 跳 ね や 漏 れ を 防 止 す る た め に ス ラ イ ド ８ が か み 合 わ さ れ
て い る 。 更 な る 安 全 対 策 は 図 １ ０ に 示 さ れ て い る 枯 渇 防 止 要 素 ２ ５ や 温 度 ス イ ッ チ ２ ６ で
あ る 。 更 な る 安 全 機 能 に つ い て は 、 湯 が 完 全 に カ ッ プ に 流 れ 込 む 前 に オ ペ レ ー タ が カ ッ プ
か ら 容 器 を 持 ち 上 げ た 場 合 に 、 バ ル ブ １ ０ は 直 ち に 閉 鎖 し 、 そ の た め 、 こ の 程 度 の こ と で
あ れ ば 、 や は り 、 や け ど す る 危 険 は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 ス ラ イ ド ８ の 代 わ り に 蓋 ６ と か み 合 う 回 動 可 能
な 円 盤 ２ ７ が 備 え ら れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 加 熱 さ れ る 液 体 用 の 容 器 を 部 分 的 に 断 面 で 示 す 。
【 図 ２ 】 跳 ね 防 止 要 素 が は め 込 ま れ た 飲 用 カ ッ プ を 断 面 で 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 跳 ね 防 止 要 素 を 上 方 か ら 示 す 。
【 図 ４ 】 水 の 加 熱 後 に 、 容 器 が 湯 と 共 に 飲 用 カ ッ プ に は め 込 ま れ た 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 １ の 容 器 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 跳 ね 防 止 要 素 を 備 え た 飲 用 カ ッ プ の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 飲 用 カ ッ プ に は め 込 ま れ た 図 ５ の 容 器 を 示 す 。
【 図 ８ 】 容 器 を 閉 鎖 で き る 蓋 の 詳 細 を 示 す 。
【 図 ９ 】 容 器 を 閉 鎖 で き る 蓋 の 詳 細 を 示 す 。
【 図 １ ０ 】 容 器 を 閉 鎖 で き る 蓋 の 詳 細 を 示 す 。
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【 図 １ １ 】 ス ラ イ ド に よ り か み 合 う 前 の 図 ８ ～ 図 １ ０ の 蓋 の 図 を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 ス ラ イ ド に よ り か み 合 っ た 後 の 図 ８ ～ 図 １ ０ の 蓋 の 図 を 示 す 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ 及 び 図 １ ２ の 実 施 形 態 と 同 様 の 目 的 の 、 回 動 可 能 な 円 盤 を 備 え た 実 施 形
態 を 示 す 。
【 図 １ ４ 】 図 １ １ 及 び 図 １ ２ の 実 施 形 態 と 同 様 の 目 的 の 、 回 動 可 能 な 円 盤 を 備 え た 実 施 形
態 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ … 容 器 、 ２ … 液 体 （ 水 ） 、 ３ … 加 熱 装 置 （ 加 熱 コ イ ル ） 、 ６ … 蓋 （ フ ラ ッ プ ） 、 ８ …
ス ラ イ ド 、 ９ … ス イ ッ チ 、 １ ０ … バ ル ブ 、 １ ５ … 飲 用 カ ッ プ 、 １ ７ … 円 盤 型 要 素 、 １ ８ …
中 心 突 起 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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